
戦略名 大分野 小分野 NO 事業名 事業概要 見込まれる成果 H29検討結果 H30検討計画

ア　産学金官
民一体となっ
た経済戦略の
策定，国の成
長戦略実施の
ための体制整
備

― 48
中核人材の育成
に向けた検討

企業の中核を担う人材や
企業の後継者の育成方策
について検討を行う。

共通の地域課題であ
り，広域全体で取り組
むことにより事業効率
を高めることができる。

　平成29年度は都市圏
ビジョンの「実施を計画
する事業」の検討のみ
を実施し，「今後検討
する事業」についての
検討は，実施を計画す
る事業の検討を優先し
たため，未実施。

　中核人材の育成に向
けた検討　 0円
　事業の実施の可否に
ついて広域市町で意
見交換，検討を行う。

― 49
(仮称)食産業連
携強化事業の実
施の検討

圏域の農業生産者及び商
工業者や飲食店関係者
等，食産業に関わる事業
者を対象とした，事業マッ
チングのためのセミナー等
を開催する。

圏域内の農業以外の
業種が個々に持ってい
る経営に関する情報な
どを共有することで，さ
らなる産業の活性化に
つながる。

盛岡広域首長懇談会
食農推進協議会の取
組として検討したが，
結論には到らなかっ
た。
１　 現地研修･視察な
どの実施
２ 　６次産業化，地産
地消，圏域ブランドづく
りの検討
３ 　他機関･団体との連
携の検討

盛岡広域首長懇談会
食農推進協議会の取
組の中で引き続き検討
していく。
１　 現地研修･視察な
どの実施
２ 　６次産業化，地産
地消，圏域ブランドづく
りの検討
３ 　他機関･団体との連
携の検討

― 50
クリエイティブ産
業の育成

クリエイティブ産業と他分
野の連携により，新たな価
値の創造やニーズの発掘
につながる新規性・独創
性のあるプロジェクトを支
援する。

クリエイティブ産業の育
成支援の対象を広域
圏に拡大することで，
企業同士の良好なマッ
チングの可能性が拡大
し，より効果的な協業
体制の構築等を期待
できる。

　平成29年度は都市圏
ビジョンの「実施を計画
する事業」の検討のみ
を実施し，「今後検討
する事業」についての
検討は実施を計画する
事業の検討を優先した
ため，未実施。
ただし，認定プロジェク
ト毎には広域市町の事
業者間での連携実績
あり。

　クリエイティブ産業の
育成の検討　 0円
　広域圏でのクリエイ
ティブ産業育成の効
果，必要性について広
域市町で検討を行う。

都市圏ビジョンで位置づけられている「今後検討する事業」の検討状況について
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― 51
産業振興組織の
共同設置の検討

圏域企業の新分野進出支
援や起業家支援，産業間
交流などの産業振興に係
る事業を行う組織を圏域
で共同設置することにつ
いての検討を行う。

広域で組成することに
より，広域圏内企業の
窓口の一本化が図られ
る。

　平成29年度は都市圏
ビジョンの「実施を計画
する事業」の検討のみ
を実施し，「今後検討
する事業」についての
検討は，実施を計画す
る事業の検討を優先し
たため，未実施。

　産業振興組織の共同
設置の検討　 0円
　広域圏で産業振興を
実施する組織の効果，
必要性について広域
市町で意見交換，検討
を行う。

― 52

盛岡広域圏「ぐ
るっとグリーン
ツーリズム」の検
討

これまでの市町村単位の
農家民泊を主体としたグ
リーンツーリズムではなく，
各市町の特色ある農業体
験を組み合わせたグリー
ンツーリズム事業の構築を
検討する。

研修セミナー等で得た
圏域内の各種情報を
発信することにより，新
たな各市町の情報共
有及び魅力発信につ
ながる。

盛岡広域首長懇談会
食農推進協議会の取
組結果は下記のとお
り。
○盛岡地方農業農村
振興協議会 農村活性
化部会等との連携の検
討（グリーン･ツーリズム
活動活性化事業等へ
の参加など）
⇒連携の検討はした
が，具体的な取組まで
には至らなかった。
○ 産地訪問ツアーへ
の参加
⇒食農推進協議会とし
て６次産業化に取り組
む農業者や実践者を
視察を２回実施すると
ともに，今後の連携に
向けた情報交換会を実
施した。
○ 「もりおかマチナカ
商談会」＆「もりおか広
域地域の食de交流マ
ルシェ」への参加
⇒広域市町に広く周知
し，各市町担当者が可
能な範囲で参加した。

盛岡広域首長懇談会
食農推進協議会の取
組として実施する。
○盛岡地方農業農村
振興協議会 農村活性
化部会等との連携につ
いて，引き続き検討を
行う。（グリーン･ツーリ
ズム活動活性化事業
等への参加など）
○ 産地訪問ツアーへ
の参加
○ 「もりおかマチナカ
商談会」＆「もりおか広
域地域の食de交流マ
ルシェ」への参加
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― 53
地域ＩＣＴ活用事
業

農林業・医療・介護などの
地域課題解決のためＩＣＴ
の活用方策について，調
査・研究を行う。

地域課題をＩＣＴ活用に
よって解決し，地域活
性化を行うにあたり，広
域で取組むことによっ
て，多様なＩＴ企業との
共同研究が可能とな
る。

　平成29年度は都市圏
ビジョンの「実施を計画
する事業」の検討のみ
を実施し，「今後検討
する事業」についての
検討は，実施を計画す
る事業の検討を優先し
たため，未実施。

　地域ＩＣＴ活用事業の
検討　 0円
　広域圏でのＩＣＴ活用
事業の調査研究につ
いて広域市町で意見
交換，検討を行う。

― 54
再生可能エネル
ギーの利用促進

再生可能エネルギーを利
用して発電した電力を圏
域内で消費する事業ス
キームを構築する。

　広域圏のスケールメ
リットを活かした事業の
展開や各市町でのエ
ネルギー施策を参考と
した新たな取組等が期
待できる。

エネルギー地産地消
に向けた売電先切替
の実施　 0円
　エネルギー地産地消
に向けて，盛岡市ク
リーンセンター（バイオ
マス発電）と盛岡市中
央卸売市場メガソー
ラーの売電及び市立
小中学校等との電力契
約（買電）先となる電力
会社を公募型プロポー
ザル方式により選定
し，平成30年２月から
切り替えた。
　盛岡市単独で実施し
たが，一部の市町から
賛意を得られておら
ず，広域市町との協議
は実施していない。

広域圏での再生可能
エネルギーの利用促
進の検討　0円
　盛岡市単独で平成29
年度に実施した内容を
もとに，事業の実施の
可否について協議を行
う。
　なお，再生可能エネ
ルギーに関しては，各
市町で取り組み状況に
違いがあり，広域圏で
の実施が難しい状況で
ある。

― 55
新規就農者への
支援

新規就農者等の掘り起こ
しや支援を行う。

広域圏内で連携した就
農支援情報を発信する
ことにより，新たな魅力
発信につながり，新規
就農者の拡大が図られ
る。

圏域8市町が集まり，圏
域内の新規就農者を
対象とする事業につい
て，普及センターから
情報提供を受けた。

盛岡市が実施主体とな
り，盛岡市の新規就農
者の経営事例を視察
研修予定。参加者は圏
域から募ることとする。
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― 56
製麺工業と農業
の連携の促進に
ついての検討

圏域において麺類の消費
量が多いことから，多くを
輸入に頼っている小麦原
料の域内調達率を向上さ
せる方策等について研究
する。

圏域全体で実施するこ
とで生産量の確保と地
場産品の振興が見込
まれる。

　平成29年度は都市圏
ビジョンの「実施を計画
する事業」の検討のみ
を実施し，「今後検討
する事業」についての
検討は，実施を計画す
る事業の検討を優先し
たため，未実施。

　製麺工業と農業の連
携の促進についての
検討　 0円
　小麦原料の域内調達
率を向上させる方策等
の研究について広域
市町で意見交換，検討
を行う。

― 57
清酒とコメの連携
の促進について
の検討

圏域での消費量が多く，
移輸出にも期待ができる
清酒について，多くを移入
に頼っているコメの域内調
達率を向上させる方策等
について研究する。

圏域全体で実施するこ
とで生産量の確保と地
場産品の振興が見込
まれる。

　平成29年度は都市圏
ビジョンの「実施を計画
する事業」の検討のみ
を実施し，「今後検討
する事業」についての
検討は，実施を計画す
る事業の検討を優先し
たため，未実施。

　清酒とコメの連携促
進についての検討　 0
円
　コメの域内調達率を
向上させる方策等の研
究について広域市町
で意見交換，検討を行
う。

― 58
産業博覧会の開
催の検討

圏域の産業の活性化に向
け，企業が自社製品及び
技術をアピールする機会
としての「産業博覧会」の
開催について調査・研究
を行う。

圏域地場産業の振興
及び経済の活性化が
見込まれる。

　平成29年度は都市圏
ビジョンの「実施を計画
する事業」の検討のみ
を実施し，「今後検討
する事業」についての
検討は，実施を計画す
る事業の検討を優先し
たため，未実施。

　産業博覧会開催の事
業化の可否について
の検討　 0円
　住民へのアピールと
しては期待できるが，
産業振興を考えた場
合，新たな市場の開
拓，販路の拡大が期待
できなければ実施効果
が小さいと考えられ，商
談先（バイヤー）の招聘
が大きな課題であるとと
もに，費用対効果を十
分に検討し事業化の可
否について意見交換，
検討する。
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戦略名 大分野 小分野 NO 事業名 事業概要 見込まれる成果 H29検討結果 H30検討計画

ウ　地域資源
を活用した地
域経済の裾野
拡大

― 59
手づくり村リ
ニューアル事業

（公財）盛岡地域地場産
業振興センターの建物・
設備及び展示をリニュー
アルすることで，地場産業
の振興拠点としての機能
強化を図る。また，盛岡広
域で受け継がれている，
南部鉄器や漆器，染物，
駄菓子などの伝統の技や
味を後世に伝えるための
「（仮称）伝統技術継承工
房」を設置し，盛岡地域の
貴重な財産である伝統技
術を継承する拠点とする。

盛岡手づくり村が盛岡
広域の地場産業の拠
点であることが再認識
され，地域経済の活性
化が見込まれる。

　平成29年度は都市圏
ビジョンの「実施を計画
する事業」の検討のみ
を実施し，「手づくり村
リニューアル事業」につ
いての検討は，国の補
助事業を活用した調査
事業を実施し，その結
果を踏まえて検討する
こととしたため，未実
施。

　手づくり村リニューア
ル事業についての検
討　 0円
　「（仮称）伝統技術継
承工房」を含めた盛岡
地域地場産業振興セ
ンターのリニューアル
の事業化の可否につ
いて検討する。

― 60
ニューツーリズム
の振興

スポーツ，環境，健康，産
業など特定のテーマと観
光を組み合わせたニュー
ツーリズムについて，モデ
ルコース紹介や誘致活動
を行う。

特定テーマと観光を組
み合わせたニューツー
リズムのコース設定によ
り，新たな観光需要を
期待できるモデルコー
スの紹介や誘致活動を
行ううことができる。

体験プログラムの調査
研究　 0円
　盛岡広域８市町を含
む12市町で構成する
盛岡・八幡平広域観光
推進協議会において，
各市町の既存の体験
プログラム等について
課題を整理し，広域圏
における将来の活用に
ついて研究を行い，自
治体間で情報の共有
を図った。

体験プログラムの調査
研究　 0円
　盛岡広域８市町を含
む12市町内における体
験プログラム等を活用
した新たな観光客誘致
を図る施策を検討し，
具体的な体験プログラ
ム等の企画を行う。

― 61
エコツーリズムの
振興に向けた検
討

再生可能エネルギー施設
の視察・見学などのエコ
ツーリズムの振興について
調査・研究を行う。

再生可能エネルギー
施設を多様化させるこ
とにより，視察者や見
学者のニーズに合わせ
たエコツーリズムを実
施することができる。

広域対応に向けた事
業スキームの検討　 0
円
　一部の市町から賛意
が得られておらず，広
域市町との協議は実施
していない。

広域対応に向けた事
業スキームの検討　 0
円
　事業の実施の可否に
ついて協議を行う。
　なお，再生可能エネ
ルギーに関しては，各
市町で取り組み状況に
違いがあり，広域圏で
の実施が難しい状況で
ある。
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― 62
２次交通体系の
整備

公共交通拠点を起点とし
た圏域市町を結ぶ２次交
通の整備に向けた取組や
サービス向上の仕組みづ
くりを行う。

公共交通拠点を起点と
した圏域市町を結ぶ２
次交通の整備により，
観光客等の利便性が
高まる。

２次交通に関する調査
研究　 0円
　盛岡広域８市町を含
む12市町で構成する
盛岡・八幡平広域観光
推進協議会で企画・実
施したファムツアーを
通じ，圏域内の観光事
業関係者や旅行事業
関係者等と連携し，圏
域内での滞在・周遊に
つなげる旅行商品の開
発と併せ，圏域市町を
つなぐ２次交通に関す
る調査研究を行った。

２次交通に関する調査
研究　 0円
　観光事業関係者や旅
行事業関係者等と連
携し，引き続き，圏域
内での滞在・周遊につ
なげる旅行商品の開発
と併せ，圏域市町をつ
なぐ２次交通に関する
調査研究を進める。

― 63

日帰り客の創出
（滞在時間の延
長）に向けた検
討

圏域内の住民の行楽等に
よる近隣地域への訪問の
促進方策等について調
査・研究を行う。

圏域内の住民の行楽
等による近隣地域への
訪問促進，機会提供に
より，一層の交流促進
が図られる。

圏域内における交流促
進に向けた調査研究
0円
　盛岡広域８市町を含
む12市町で構成する
盛岡・八幡平広域観光
推進協議会において，
（公財）盛岡観光コンベ
ンション協会と連携し，
圏域内での交流促進
の方策の一つとして企
画・販売している共通
入浴券について，利用
状況などの検証を行っ
た。

圏域内における交流促
進に向けた調査研究
0円
　観光客及び住民の動
向調査や分析を行い，
圏域内における交流促
進に向けた方策につい
て調査研究を進める。
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戦略名 大分野 小分野 NO 事業名 事業概要 見込まれる成果 H29検討結果 H30検討計画

２　高次の
都市機能
の集積・強
化

ア　高度な中
心拠点の整
備，広域的公
共交通網の構
築

― 64
（仮称）複合交通
センター基本計
画策定事業

盛岡駅西口地区の（仮称）
複合交通センター用地を
圏域内外の交通アクセス
拠点として整備するため
に，必要な施設・規模等に
ついての調査・研究を踏ま
え，構想を策定する。

利便性を高め，交通結
節点としての機能を強
化することにより，圏域
全体のアクセス性の向
上が図られる。

交通アクセス拠点とし
て既存施設とともに利
便性向上に向けた利
用形態の検討
　0円
　暫定利用とバス発着
再編の状況を踏まえ，
現状の課題や今後の
対応等についてバス事
業者を始めとする関係
団体等と協議を行なっ
た。
　複合交通センター用
地を含む西口開発に
関して，関係者との勉
強会を開催した。

複合交通センター用地
を含む西口開発の今
後の位置づけ等につ
いて関係者との勉強会
を継続する
　0円

３　圏域全
体の生活
関連機能
サービス
の向上

ア　生活機能
の強化に係る
政策分野

(ｶ)災害
対策

65
もりおか復興支
援センター運営
事業

東日本大震災により被災
し内陸に避難されている
方々の生活再建を支援す
る拠点施設である「もりお
か復興支援センター」の運
営。

もりおか復興支援セン
ターを圏域の避難者支
援の中核施設に位置
付け，避難者の生活情
報等を集約することに
より，多様化する生活
再建に係る支援情報
や各種相談業務サー
ビスなどの充実・向上
が図られる。

復興推進事業の指針と
なる「東日本大震災に
係る盛岡市復興推進
の取組方針」に基づ
き，これまでの事業を
継続して実施する中
で，平成30年度以降の
事業内容について検
討し，事業実施の可否
について検討した。

復興推進の指針となる
「東日本大震災に係る
盛岡市復興推進の取
組方針」の取組期間が
平成30年度で終了す
ることに伴い，今後の
復興推進の方向性の
検討に合わせ，もりお
か復興支援センターの
あり方や広域圏におけ
る事業化について，広
域市町の意見を伺いな
がら判断する。

7



戦略名 大分野 小分野 NO 事業名 事業概要 見込まれる成果 H29検討結果 H30検討計画

３　圏域全
体の生活
関連機能
サービス
の向上

イ　結びつきや
ネットワークの
強化に係る政
策分野

(ｱ)道路
等の交通
インフラ
の整備・
維持

66
圏域の連携強化
につながる国・県
道の整備促進

高次救急医療や地域間
交流，産業振興，防災な
どのネットワーク強化を図
るため，国道や主要な県
道の整備促進について，
国をはじめとする関係機
関等への要望活動などを
行う。

渋滞がなく効率的な都
市圏道路ネットワーク
の形成

　一般国道46号「盛岡
西バイパス」の２車線区
間の４車線化整備及び
国道46号（旧主要地方
道上米内湯沢線）以南
への南進について　 0
円
　平成30年度の国・県予
算に対する統一要望で
平成29年７月12日（水）
に関係省庁や県選出国
会議員への要望を行う。
平成30年度事業予算概
要
【統一要望の成果】
・一般国道46号「盛岡西
バイパス」の２車線区間
の４車線化整備
事業費　約３億円
事業内容：調査推進（道
路設計），工事推進（改
良工事）
用地進捗率：100％
（H30年３月），事業進捗
率：約76％（H30年３月）
・主要地方道上米内湯
沢線以南への南進
計画段階評価を進める
ための調査箇所へ位置
付

一般国道46号「盛岡西
バイパス」の２車線区間
の４車線化整備及び国
道46号（旧主要地方道
上米内湯沢線）以南へ
の南進について　 0円
　平成31年度の国・県
予算に対する統一要
望で平成30年７月上旬
から中旬に関係省庁や
県選出国会議員への
要望を行う。
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戦略名 大分野 小分野 NO 事業名 事業概要 見込まれる成果 H29検討結果 H30検討計画

３　圏域全
体の生活
関連機能
サービス
の向上

イ　結びつきや
ネットワークの
強化に係る政
策分野

(ｲ)地域
内外の住
民との交
流・移住
促進

67
ＵＩＪターン就職
支援事業

県外在住の若者等を盛岡
広域圏での就職に導くた
めに，地元企業の情報発
信力及び採用力の強化を
図る。

ＵＩＪターンを検討して
いる方や就職を控える
若者及びその家族等
に対する地元企業の
訴求力を高めることに
より，地元就職率の向
上が見込まれる。

地方創生推進交付金
を活用し，地元企業に
対して次の支援を行っ
た。
　・求職者に向けた情
報発信ツール製作の
伴走的支援の実施（市
内20社）
　・企業の採用力向上
に資する企業向け研修
会の実施　（市内企業
９社）
　・企業の採用力向上
に資するモデル事例の
構築及び情報発信
　　（企業PR冊子及び
採用事例集の作成）
　　※上記2事業と連携

　本事業は，その事業
成果に基づきモデル事
例を構築し，地元企業
に広く波及させることに
より，企業の情報発信
力の底上げを図ること
を目的に実施している
ものであるが，広域市
町の連携による取組
は，平成30年度以降を
想定している。

「実施を計画する事業」
に位置づけ，平成28年
度，29年度に実施した
事業により構築された
モデル事例のブラッ
シュアップを図り，その
成功事例を多様な手
段で広域圏内の他の
企業へ広げる。

本事業の内容につい
て，関係市町との情報
共有を図る。
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戦略名 大分野 小分野 NO 事業名 事業概要 見込まれる成果 H29検討結果 H30検討計画

３　圏域全
体の生活
関連機能
サービス
の向上

イ　結びつきや
ネットワークの
強化に係る政
策分野

(ｲ)地域
内外の住
民との交
流・移住
促進

68
盛岡広域定住促
進事業

盛岡広域圏における移
住・定住パンフレットの作
成など多様な媒体を活用
した情報提供や，相談員
の配置などを行う。

盛岡広域圏への若年
層の移住・定住者の増
加

検討事業の具現化に
向けた検討と構成市町
との合意形成　0円
　首長懇談会に地方創
生部会を新たに設置
し，各市町と課題や分
析の情報共有，自治体
独自の取組との整合を
検討を行った。
　検討の結果，平成30
年度に試行で，盛岡広
域の移住・定住パンフ
レットの作成することと
した。

「実施を計画する事業」
に位置づけ，盛岡広域
圏が一体となって，移
住定住施策に取り組
む。30年度は以下のと
おり，移住・定住パンフ
レットを作成する。

【対象】首都圏在住の
移住定住を検討してい
る方
【作成部数】3,000部
【コンセプト】　首都圏
において，移住を検討
している方々に，盛岡
広域８市町それぞれの
魅力や特色を移住者
目線で伝えるとともに，
既に広域８市町に移住
している方のライフスタ
イルや体験談などを紹
介して，盛岡広域圏へ
の移住を前向きに検討
してもらうことを目指す
ものである。
【事業費】2,484,000円
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